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育てよう魅力の花 大槌高校の学校生活や日々の様子を町民の皆さんにお伝えします！
大槌高校だより

大槌をテーマに５教科を学ぶ、新教科スタート！

大槌高校
ホームページでも

行事の様子を
発信しています！

新しいコーディネーターを紹介します

　これまで４年間、町の
地域コーディネーターと
して活動した経験を生か
し、子どもたちの人生が
明るくなるように力を尽
くして参ります。どうぞ
よろしくお願いします。

コミュニティ・スクールコーディネーター
祝
い わ い た

田　弘
ひ ろ し

志 さん

　教育委員会では、学校と保護者や地域の皆さんが知恵を出し合い、協働しながら子供たちの豊かな成長を支えてきた
「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」の取り組みを推進するため、各学園の学校運営協議会がより
主体的に取り組みを進められる新しい体制づくりを目指しています（下図）。
　4月21日（水）に第１回コミュニティ・スクール（ＣＳ）委員会を開催し、学校運営協議会規則の改正や各学校運
営協議会の委員の任期満了に伴う新しい組織の在り方について、熱い意見が交わされました。

　コミュニティ・スクール事業を円滑に進めてい
くため、学校と地域をつなぐパイプ役となるコー
ディネーターは欠かせない存在です。各学園のふ
るさと科の授業や防災、放課後の子どもの居場所
や登下校の安全などに係る学校の要望を把握し、
学校の活動に地域の方が関わっていただくまでを
コーディネートする役割を担っています。
　これまで長年にわたり活動してくださった木村
里美さんに代わり、新しいコーディネーターが５
月から活動を開始しています。大槌学園敷地内に
ある「井戸端会議室」を拠点に活動しています。

大槌町コミュニティ・スクールの
取り組みについて

大槌町  コミュニティ・スクール協議会

子どもの居場所　　郷土芸能
防災教育　　産業・職業体験

登下校の見守り
ふるさと科授業　　など

大槌学園
学校運営協議会

吉里吉里学園
学校運営協議会

学校と地域が協働して取り組む
活動内容

第１回コミュニティ・スクール委員会の様子

〈井戸端会議室の連絡先〉電話 080-9194-7922   FAX 050-3488-5415　E-mail otsuchi_idobata@outlook.jp

コミュニティ・スクール委員会
両学園・教育委員会との交流・共有

　今年度から学校設定教科「地域みらい学」がスタートしました。この教科では、国語・数学・理科・社会・
英語をそれぞれ大槌町や地域を題材にして学んでいく大槌高校ならではの授業です。実践的な学習を通して、
これまで身につけた知識を横断的に活用する力を身につけていきます。今後は学校外へのフィールドワークや
オンラインを活用した他校との連携授業などにも取り組んでいく予定です。
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Q. �大槌高校に入学して約 1 ヶ月を過ごしてみての感想を教えてください！
関谷さん	 �中学校の時よりも同級生の人数が増えて不安もあったけれど、みんなフレンドリーに接して

くれてたくさん友達ができました。校舎がきれいで過ごしやすいことや、スマホを使った授
業があることも魅力的です。

金﨑さん	 �他の中学校出身の生徒とも仲良くなることができて楽しいです。中学校時代よりも昼休みの
時間が長く、自由な時間が過ごせるのも好きです。また、先生の１人ひとりの個性が強くて、
関わっていて面白いです。

Q. これからの高校生活の目標や楽しみにしていることはありますか？
関谷さん	 �中学２年生の時に大高祭に参加して、その時の先輩が楽しそうだった姿が心に残っているの

で、それが楽しみです。２年生からは「ひょっこり表現島」などの特徴的な授業が始まると
聞いたので、早く授業を受けてみたいです。

金﨑さん	 �クラスマッチが楽しみです。身体を動かすことが好きなので、様々な種目に出て活躍したい
です。また、高校から始めた部活（バレーボール）でレギュラーになることが目標です。更
に練習を頑張ってたくさん試合に出られるようになりたいです。

今⽉は、⼤槌⾼校に⼊学して約２ヶ⽉が経った新⼊⽣に学校⽣活について
話を聞いてみました！

にインタビュー大 高 生

地域の方言を題材に、他地域との比較
をしながら「伝える力」や「表現する力」
を育みます。

【国語】ひょっこり表現島

暮らしに身近な分野で活用されている
数学を学び、金融や経済、商売の仕組
みについて学びます。

【数学】くらし math

ホームステイや海外旅行を想定して、
町の PR や英語を活用した交流を行い
ます。

【英語】E パスポート

震災復興や地域社会の課題の背景を理解し、解決の方向性を
探る力を身につけます。

【社会】まちづくり探究

大槌町の自然をテーマに、自分なりの疑問を見つけ、科学的
な視点から調査・検証をします。

【理科】おおつちラボ
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